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GISクラウドへのアップロード手順 

●手順
・GISソフト（ArcMapなど）にアップロードするデータを用意
・GISソフト（ArcMapなど）で GISクラウド（ArcGIS Online）へサインイン
・GISソフト（ArcMapなど）から、[ファイル]-[共有]-[サービス]
・ウィザードに従ってアップロード
・GISクラウド（ArcGIS Online）でアップロードしたデータを確認

●ウィザードの進行
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[分析]をクリックし、エラーや警告が出た事項を修正する。 

 
修正が完了したら、[公開]をクリックする。 
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▼ 

 
 
https://www.esrij.com/products/arcgis-online/からGISクラウド（ArcGIS Online）へ移動。 

 

 
メニューバーから[コンテンツ]をクリックし、アップロードしたデータを確認できたら成功。 
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https://www.esrij.com/products/arcgis-online/


野外調査用データベースの設計（リレーションを自分で設定する やや高度） 

●設計の準備
・調査の全体像をイメージする
・どんなデータが必要か書き出してみる
・それらはベクトルデータ（点・線・面）で表現できるか
・収集するデータは全体のうちのどの部分に相当するのか
・どのデータとどのデータに関連性を持たせるのか（リレーションシップの設定）
・収集するデータは数値かそれ以外か
・収集するデータの範囲は決まっているか
・簡易にデータ収集できる工夫はあるか（どこまで詳細なデータが必要なのか）
・データの定型・非定型、規則性・不規則性などを想定しておく

●調査項目
・DBH（cm）
・調査区域№
・樹木№
・針広別

●レイヤ構成と各テーブルを確認
・調査区域

・樹木 

●リレーションする各レイヤに共通な項目（フィールド）を整備する
・例 上記のテーブルでは「調査区域」レイヤに「NO」フィールドを追加する

  両方のレイヤが共通な項目（フィールド）を持つとお互いが参照できるようになるので、
片方から片方を探して連携できるようになる。 

・例  
同じ樹木№1でも調査区域№1にある樹木№1と調査区域№2の樹木№1と混同しない。 
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●各調査項目別のドメイン設定 
・DBH（cm） 

 
・調査区域№ 
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・樹木№ 

 
 
・針広別 
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●リレーションシップの設定 

 
 
リレーションシップクラス名：樹木調査---「調査区域」レイヤと「樹木」レイヤ 

 
 

▼ 
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▼ 

各レイヤのテーブルで設定した共通な項目（フィールド）を選択 

 

▼ 
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